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③
下
水
道
研
究
の
現
状
と
今
後
の
課
題

金
子
宣
治
・
小
座
間
国
雄
・
進
藤
　
孝

は
じ
め
に

下
水
道
技
術
の
諸
課
題

下
水
道
研
究
の
現
状

今
後
の
展
開

建
設
省
、
日
本
下
水
道
事
業
団
な
ど
国
の
組
織
と
東
京

都
や
十
一
政
令
都
市
で
構
成
す
る
「
下
水
道
技
術
開
発

連
絡
会
議
」
な
ど
も
発
足
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
内
外
で
、
い
く
つ
か
の
技
術
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
快
適
な
水
環
境
を
創
造
す

る
た
め
、
公
共
用
水
域
の
水
質
環
境
基
準
の
達
成
や
富

栄
養
化
の
防
止
な
ど
に
向
け
た
現
行
処
理
レ
ベ
ル
の
高

度
化
（
高
度
処
理
）
や
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
合

理
化
・
効
率
化
、
ま
た
、
処
分
の
伴
わ
な
い
恒
久
的
な

汚
泥
処
理
・
処
分
法
の
確
立
や
下
水
道
資
源
の
有
効
利

用
技
術
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

①
－
下
水
道
研
究
室

　
下
水
道
事
業
が
大
き
く
発
展
し
始
め
た
昭
和
四
十
年

四
月
、
湿
式
酸
化
法
の
実
験
研
究
を
契
機
と
し
て
「
下

水
道
研
究
室
」
が
設
置
さ
れ
、
研
究
室
の
運
営
等
に
関
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下
水
道
の
技
術
は
、
土
木
、
化
学
、
生
物
、
電
気
、

機
械
さ
ら
に
は
シ
ス
テ
ム
工
学
な
ど
、
広
範
多
岐
に
わ

た
る
総
合
技
術
で
あ
る
。

　
日
本
の
下
水
道
は
欧
米
に
比
べ
る
と
そ
の
歴
史
も
浅

く
、
本
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
多
く
の
技
術
を
欧
米

か
ら
学
ん
で
き
た
。
特
に
近
年
、
米
国
や
ド
イ
ツ
（
旧

西
独
）
な
ど
と
の
下
水
道
に
関
す
る
国
際
父
流
を
通
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
下
水
や
汚
泥
の
処
理
技
術
を
取
り
入

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
下
水
道
技
術
は
時
代
と

と
も
に
著
し
く
進
歩
・
発
展
し
、
こ
の
数
年
、
米
国
や

ド
イ
ツ
な
ど
の
ほ
か
、
各
国
と
の
技
術
交
流
が
年
々
増

え
て
い
る
。
さ
ら
に
国
内
に
お
い
て
も
下
水
道
の
技
術

的
な
情
報
交
換
が
重
要
と
な
り
、
平
成
二
年
度
に
は
、

下
水
道
技
術
の
諸
課
題

一

は
じ
め
に

　
本
市
の
系
統
的
な
下
水
道
整
備
は
、
昭
和
二
十
五
年

に
鶴
見
区
な
ど
の
一
部
に
お
い
て
浸
水
対
策
事
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本
格
的
な
整
備
は
昭
和
三
十
二

年
の
中
部
処
理
区
の
下
水
道
建
設
か
ら
で
あ
る
。
本
市

で
最
初
の
中
部
下
水
道
処
理
場
が
昭
和
三
十
七
年
に
運

転
を
開
始
し
て
以
来
、
積
極
的
に
下
水
道
整
備
を
進
め

て
き
た
結
果
、
昭
和
五
十
九
年
の
栄
第
一
下
水
処
理
場

の
稼
働
に
よ
り
、
わ
ず
か
二
十
二
年
の
間
に
、
計
画
さ

れ
た
十
一
箇
所
全
て
の
処
理
場
が
運
転
開
始
す
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
急
激
な
人
口
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

下
水
道
普
及
率
（
人
口
）
は
平
成
二
年
度
末
で
八
九
％

（
約
二
百
八
十
七
万
人
）
に
達
し
た
。

　
こ
の
間
の
他
都
市
に
も
例
を
見
な
い
飛
躍
的
な
下
水

道
整
備
の
普
及
・
拡
大
の
背
景
と
し
て
、
適
正
な
財
源

の
確
保
や
計
画
的
な
整
備
手
法
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
た
下
水
道
事
業
の
推
進
、
下
水

道
技
術
研
究
に
対
す
る
努
力
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
下
水
道
事
業
の
発
展
を
支
え

た
本
市
の
下
水
道
研
究
の
状
況
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
述
べ
る
。

二

一二三四三

下
水
道
研
究
の
現
状
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し
て
「
下
水
道
研
究
室
設
置
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。
要
綱
の
第
一
条
に
は
「
本
市
の
下
水
道
に
関
す
る

特
殊
且
つ
専
門
的
な
問
題
の
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め

下
水
道
局
に
下
水
道
研
究
室
を
置
く
」
と
明
記
さ
れ
、

下
水
道
局
長
を
室
長
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
性
格

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
下
水
道
研
究
室
」
で
は
局
内
各
課
を
「
研
究

員
」
と
位
置
づ
け
、
各
職
場
の
実
務
と
密
接
に
関
連
し

た
技
術
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
調
査
研
究
を
行
う
も

の
で
、
研
究
主
任
並
び
に
副
主
任
を
選
任
し
、
研
究
テ
ー

マ
ご
と
に
担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の

研
究
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
期
間
は
二
～
三
年
に
及
び
、

年
に
一
度
あ
る
い
は
必
要
に
よ
っ
て
は
二
度
の
「
下
水

道
研
究
室
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
の
選
定

や
研
究
計
画
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
等
に
つ
い
て
討
議

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
年
度
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
三
年
度
よ
り
「
下
水
道
研
究
室
年
次
報
告
集
」

と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
研
究
内
容
は
、
下
水
道
管
き
ょ
施

設
の
各
種
施
工
法
、
汚
泥
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
で
あ

る
湿
式
酸
化
法
や
汚
泥
消
化
法
に
関
す
る
も
の
、
ま
た

湿
式
酸
化
プ
ロ
セ
ス
か
ら
排
出
さ
れ
る
酸
化
分
離
液
の

処
理
法
、
さ
ら
に
、
卵
形
消
化
タ
ン
ク
の
評
価
や
合
流

式
下
水
道
の
改
善
、
各
種
脱
水
機
の
評
価
、
汚
泥
の
有

効
利
用
な
ど
下
水
道
事
業
全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
テ
ー

マ
に
及
び
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
実
際
の
事
業
に
取
り
人

れ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
研
究
室
」
の
中
に
は
、
土
木
職
と
化
学
ま

た
は
生
物
職
の
一
人
ず
つ
計
二
人
の
「
室
員
」
が
、
主

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
下
水
や
汚
泥
の

処
理
実
験
を
通
し
て
、
技
術
的
課
題
を
解
決
す
べ
く
基

礎
的
な
研
究
も
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
室
員
は

下
水
道
局
長
よ
り
任
命
さ
れ
、
一
～
二
年
の
間
所
属
課

か
ら
離
れ
研
究
室
業
務
の
専
任
と
な
る
。

②
－
下
水
道
研
究
発
表
会

　
下
水
道
局
全
職
員
の
研
究
意
欲
の
向
上
と
活
性
化
を

図
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
よ
り
下
水
道
研
究
発
表
会

写真‐１　下水道研究発表会

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
発
表
会
は
毎
年
春
に
開
催
さ
れ
、

本
年
度
で
第
十
五
回
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
は
担
当
職

員
が
日
常
業
務
の
中
で
、
技
術
的
に
特
殊
な
も
の
や
新

し
い
技
術
を
採
用
し
た
り
、
ま
た
、
新
規
の
下
水
道
施

設
が
運
転
を
開
始
し
て
、
維
持
管
理
上
今
後
の
業
務
に

反
映
さ
せ
得
る
知
見
な
ど
が
得
ら
れ
た
場
合
に
発
表
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
表
件
数
を
表
１
１
に

示
す
が
、
会
が
重
な
る
に
つ
れ
発
表
件
数
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
こ
の
発
表
会
で
発
表
す
る
場
合
、
研
究
テ
ー
マ
と
そ

の
概
要
を
募
集
し
た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
発
表
会
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容
か
ど
う
か
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
発
表
が

写真一２　ポスターセッション
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表‐１　下水道研究発表件数



表－２　第15回下水道研究発表会発表テーマ

特集・職員の自主研究・施策研究②自主研究・行政研究・施策研究の現状と課題

決
定
す
る
と
一
テ
ー
マ
約
五
千
字
程
度
（
Ａ
４
判
で
三

枚
、
図
表
を
含
む
）
の
論
文
を
作
成
し
、
下
水
道
研
究

発
表
会
講
演
集
と
し
て
編
集
さ
れ
る
。
発
表
会
は
一
テ
ー

マ
の
時
間
が
十
五
分
で
、
十
分
の
発
表
と
五
分
の
質
疑

応
答
で
進
め
ら
れ
る
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
ス
ラ
イ

ド
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
用
い
て
発
表
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
発
表
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類

し
て
行
わ
れ
、
聴
講
希
望
者
は
半
日
単
位
の
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
毎
に
募
集
さ
れ
る
。

　
発
表
会
を
効
率
的
、
効
果
的
に
運
営
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
「
口
頭
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の

他
に
、
昨
年
度
の
第
十
四
回
か
ら
「
ポ
ス
タ
ー
発
表
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
発
表
方
法
は
国

際
会
議
や
各
種
の
研
究
発
表
会
な
ど
で
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
方
式
で
、
発
表
内
容
を
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に

掲
げ
、
そ
の
前
で
研
究
内
容
の
説
明
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
聴
講
者
は
い
く
つ
か
あ
る
ポ
ス
タ
ー
の
中
の
興
味

あ
る
ポ
ス
タ
ー
の
前
で
研
究
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

発
表
者
と
対
話
方
式
で
進
め
ら
れ
る
た
め
、
質
疑
応
答

の
内
容
も
技
術
的
に
密
度
濃
く
行
え
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
（
写
真
－
１
、
２
）
。

　
さ
ら
に
、
毎
回
の
発
表
会
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
に
、
研
究
発
表
の
合
間
に
海
外
出
張
職
員
に
よ
る
海

外
の
下
水
道
事
情
な
ど
の
「
出
張
報
告
」
や
下
水
道
技
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制度・経営

　下水道事業会計の経営と財務分析

計画・設計

　雨水浸透式下水道のための浸透能調査

　地上雨量計の利用に関する一考察（第一報）

　長大サイフォン構造の雨水幹線について

水量・水質

　下水道普及率からみた流人下水道量と汚泥量の予測

　分流式下水道における雨水流出水調査

維持管理

　日吉地区における排水設備に関する実態調査の報告

　散気装置の運転調査について

　ポンプ場運転の効率化と省エネ

　ポンプ場維持管理における安全性の向上

　南部方面送泥システムの運転実績報告

　低圧動力の省エネルギーについて

　電気・計装設備の環境対策に関する一手法

　パソコンを使った送風機の性能検査

　A系返送汚泥ポンプリプレースに伴う仮設ポンプの運転管理

　主ポンプの簡易点検（その2）

　ポンプ場における制御システム保守運転シミュレータ

○汚泥かき寄せ機の形状・材質の改善

○中部下水処理場におけるワークステーションとデータベースの構築について

施工・材料

　下水用空気弁の評価

　金沢下水処理場汚泥処理返流水処理施設の建設と試運転報告

　コンクリート防食対策について

　砂礫層における被圧水下での小口径管推進工の施工例

　凍結工法の施工に伴う強制解凍について

　速度検層による木杭の根入れ調査

　卵形消化タンクの施工における計測管理について

　強化プラスチック複合管による長距離推進の施工について

○改良土基礎による塩ビ管の挙動調査

水質汚濁

　下水処理場放流先河川生物相調査

　処理水をせせらぎ用水として利用するための調査報告（Ｉ）

　処理水をせせらぎ用水として利用するための調査報告（Ⅱ）

下水の処理

　水処理施設の機能改善調査（硝化対応）

　ＵＡＳＢ法による汚泥処理系返流水の処理

　汚泥処理系分離液の循環法による処理（その2）

　循環・ステップ流入式嫌気好気法による生物学的窒素・りん除去実験

　循環・ステップ流入式嫌気好気法による生物学的窒素・りん除去実験（その2）

　緑下水処理場における凝集剤の見直しとバルキング対策事例について

　実験プラントによる散気装置の性能評価

　中部下水処理場における微細気泡による全面曝気とテーパード曝気の処理機能調査

○油性スカムの生物処理について

○包括固定化バイオリアクターを用いた窒素除去実験

汚泥処理

　界面制御による汚泥調整槽の管理について

　卵形消化タンクにおける低濃度２段消化運転について

　焼却設備４号炉初期運転報告

　南部汚泥処理センター高圧ベルトプレス脱水機の初期運転報告

　沈砂・スクリーンかす洗浄設備の洗浄効果について

○魚群探知機の原理を応用した汚泥界面計の適用について

産業排水

　ドライクリーニング業における排水の実態調査

測定・試験

　下水管渠高精度流量計実証試験

有効利用

○汚泥の有効利用

○南部汚泥処理センター消化ガスの発生、利用状況について

調査季報111－91.12
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術
の
映
画
上
映
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
本
年
の
例
で

は
二
件
の
海
外
出
張
報
告
の
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ
る

講
演
が
催
さ
れ
た
。
初
回
の
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
地
球
環
境

問
題
に
つ
い
て
、
下
水
道
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
「
地

球
環
境
問
題
と
下
水
道
」
で
あ
っ
た
。

　
本
年
度
に
行
わ
れ
た
下
水
道
研
究
発
表
会
の
テ
ー
マ

を
表
－
２
に
示
す
が
、
局
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
職
場
か
ら

発
表
応
募
が
あ
り
、
研
究
テ
ー
マ
も
広
範
囲
で
し
か
も

件
数
も
多
く
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
た
め
、

広
範
多
岐
の
下
水
道
技
術
等
を
取
得
で
き
る
下
水
道
研

修
の
絶
好
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
発
表
会
は
こ
の
数

年
二
日
半
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
第
十
五
回
目
の
今

回
は
半
日
単
位
の
参
加
延
べ
人
数
が
六
百
三
十
四
人
と

こ
れ
ま
で
の
最
高
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
全
国
の
「
下
水
道
研
究
発
表
会
」

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
る
全
国
下

水
道
総
合
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
（
社
）
日
本
下
水

道
協
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
国
や
大
学
の
研
究
機
関

を
は
じ
め
、
日
本
下
水
道
事
業
団
や
地
方
自
治
体
、
さ

ら
に
は
民
間
企
業
な
ど
の
下
水
道
関
係
者
に
よ
る
研
究

発
表
で
あ
る
。

　
こ
の
発
表
会
に
は
本
市
も
積
極
的
に
参
加
し
、
前
述

の
本
市
の
「
下
水
道
研
究
発
表
会
」
の
中
か
ら
数
テ
ー

マ
を
発
表
し
て
い
る
。
発
表
開
催
地
は
東
京
を
中
心
と

し
て
、
全
国
の
各
大
都
市
で
催
さ
れ
、
平
成
四
年
度
に

行
わ
れ
る
「
第
二
十
九
回
下
水
道
研
究
発
表
会
」
は
、

初
め
て
本
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

③
－
技
術
開
発
担
当
の
役
割

　
昭
和
四
十
七
年
、
下
水
道
事
業
の
急
激
な
展
開
に
伴

う
技
術
開
発
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
揚
を
受
け
、
ス
タ
ッ

フ
部
門
と
し
て
計
画
課
に
「
技
術
開
発
担
当
主
幹
」
が

設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
年
に
は
「
技
術
開

発
担
当
副
主
幹
」
（
現
技
術
開
発
担
当
課
長
）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　
技
術
開
発
担
当
は
、
前
述
し
た
「
下
水
道
研
究
室
会

議
」
や
「
下
水
道
研
究
発
表
会
」
の
総
合
調
整
や
企
画
・

運
営
な
ど
の
ほ
か
、
本
来
の
技
術
開
発
業
務
と
し
て
、

「
下
水
道
研
究
室
」
と
は
異
な
り
、
局
を
横
断
的
に
捉

え
、
下
水
道
事
業
の
効
率
的
な
執
行
の
た
め
の
中
・
長

期
的
な
視
点
か
ら
、
下
水
道
施
設
の
建
設
・
維
持
管
理

の
技
術
的
諸
課
題
や
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
技
術
な

ど
広
範
な
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間

や
各
種
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
、
他
分
野
の

技
術
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
開
発
技

術
の
下
水
道
事
業
へ
の
円
滑
な
導
入
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
国
内
に
お
け
る
各
都
市
と
の
技
術
交
流
や

技
術
情
報
の
入
手
、
ま
た
、
年
々
増
え
つ
つ
あ
る
国
際

技
術
交
流
の
推
進
や
技
術
研
修
な
ど
も
技
術
開
発
担
当

の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

今
後
の
展
開

　
こ
れ
ま
で
の
組
織
的
な
研
究
体
制
下
で
の
職
員
の
下

水
道
に
関
す
る
研
究
や
技
術
開
発
に
対
す
る
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
と
り
わ
け
下
水
道
技
術
に
関
し
て

は
国
内
で
も
先
進
的
な
地
位
を
築
い
て
き
た
。
こ
れ
は

日
進
月
歩
の
下
水
道
技
術
に
対
し
、
常
に
経
験
を
生
か

す
と
と
も
に
、
そ
の
技
術
を
吸
収
・
応
用
し
な
が
ら
下

水
道
事
業
に
反
映
さ
せ
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
下
水
道
普
及
率
も
向
上
し
、
下
水
道
事
業

の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の
水
洗
化
要
望
に
対
し
て
は

か
な
り
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
下
水
道
に
対
す
る
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の
快
適
な
水
環
境
を
創

造
し
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
を
視
野
に
置
い
て
効
率

的
に
下
水
道
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
下

水
道
技
術
の
ほ
か
、
他
分
野
の
技
術
の
習
得
や
研
究
・

開
発
、
さ
ら
に
は
下
水
道
事
業
の
財
政
、
経
営
な
ど
に

つ
い
て
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
見
る
と
日
本
の
下
水
道
普
及
率
は

先
進
諸
国
に
比
べ
ま
だ
低
く
、
地
方
の
中
小
市
町
村
で

は
技
術
者
の
確
保
す
ら
容
易
で
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
市
に
お
け
る
経
験
や
蓄
積
を
生
か
し

て
、
こ
れ
ら
の
地
方
都
市
へ
の
技
術
援
助
や
研
修
、
さ

ら
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
事
業
団
）
な
ど
を
通
じ
た
発
展
途
上
国
へ
の
技
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術
援
助
な
ど
、
下
水
道
技
術
先
進
都
市
「
横
浜
」
の
役

割
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
よ
こ
は
ま
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
も
う
た
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
下
水
道
事
業
の
各
施
策
を
縦
糸
と
す

る
な
ら
、
下
水
道
研
究
・
技
術
開
発
は
横
糸
と
し
て
有

機
的
に
連
携
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
の
推
進
を

図
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
下
水
道
事
業
の
第
二
ス
テ
ッ

プ
に
向
か
お
う
と
す
る
今
後
、
こ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、

不
断
の
研
究
と
あ
わ
せ
て
研
究
開
発
体
制
の
充
実
が
必

要
と
な
る
。

＜
金
子
＝
下
水
道
局
建
設
部
技
術
開
発
担
当
課
長
／
小

座
間
＝
同
局
同
部
技
術
開
発
担
当
係
長
／
進
藤
＝
同
局

同
部
計
画
課
技
術
開
発
担
当
＞
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